
南部地区学校・家庭・地域連携実践報告会 
 平成２８年１１月 ２日（水） 会場：鴻巣市文化センター  （総参加者数 １８６名） 
 平成２８年１１月１８日（金） 会場：さいたま市民会館うらわ（総参加者数 ３３２名） 
                    
１ 開会行事 

（１）開会のことば 

（２）あ い さ つ    埼玉県教育局南部事務所長 

（３）登壇者紹介    埼玉県教育局市町村支援部家庭地域連携課 

             埼玉県さいたま農林振興センター 

２ 実践発表  

期日 発表校等 発表内容 

11/ 2 

（水） 

実践発表Ⅰ 

 北本市教育委員会 

「北本市放課後子ども教室の取組」 

「農作業をとおして豊かな心を育む研究 

  ～農作業同好会の活動を中心にして～」 

実践発表Ⅱ 

 桶川市立川田谷小学校 

「地域人材を活用した 

 特色ある『学校応援団』活動の推進 

 ～地域の人材を生かした 

  学習意欲の向上につながる取組～」 

11/18 

（金） 

実践発表Ⅰ 

 川口市教育委員会 

「本市における学校応援団の推進について 

   ～学校応援団推進委員会の取組～」 

実践発表Ⅱ 

 和光市教育委員会 

「子どもの居場所づくりをめぐる 

      学校・家庭・地域の輪 

 ～２つの放課後事業の取組を通して～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 指導・助言・情報提供  埼玉県教育局市町村支援部家庭地域連携課 

              埼玉県さいたま農林振興センター 

４ 参加者の感想など 
（１）他市、他校の取組を聞く機会はなかなかないので、自校の取組の参考になった。 

 （２）地域によって取り組み方が違っても、子供たちを見守りたい、何か手助けをしたいという思いは 
    同じなのだと思った。他市の様子がわかる有意義な時間だった。 
（３）「地域の中の学校」というキーワードのもと、学校・家庭・地域が共通の認識をもち、一層連携を 
   深めていきたいと思った。 

 （４）家に帰っても一人で過ごす子供たちが増えている中、安心して楽しめる場、人と触れ合える場を 
    増やしてもらえたらいいと思った。 


